
東洋建設グループの
「環境」に関する基本的な考え方

東洋建設グループのマテリアリティ

選定した理由

選定した理由

取り組み内容

取り組み内容

カーボンニュートラル社会の実現

環境負荷の軽減

当社は、地球環境保全と改善に配慮するとともに、
より良い環境の創造と保護に寄与する施策や技術開発を推進して、
環境経営に取り組んでいます。

2022年度の取り組み
・建設副産物の3R 、適正処理により持続可能な資源循環型社会を推進する。
・事業活動におけるCO2排出量削減活動に努め、地球温暖化防止に貢献する。
・公害防止活動の確実な実施により、地球環境の保全、汚染の予防を推進する。
・地域に密着した環境への貢献活動を推進する。

地球温暖化防止は、全世界共通のテーマです。建設現場か
ら排出するCO2排出量削減や再生可能エネルギー施設の
建設等、当社は様々な取り組みを通じてカーボンニュートラ
ル社会の実現に取り組みます。

生物多様性への配慮や建設廃棄物の削減等を通して、地
球環境への負荷をできる限り少なくする取り組みを継続
します。

■ 洋上風力発電施設建設の推進
洋上風力発電施設建設事業への参画に向け、技術開発、作
業船の建造に注力する。

■ ZEB／ZEHへの取り組み
ZEB、ZEHの提案・施工件数を増やし、CO2排出量の削減に
貢献する。

■ 事業活動から排出されるCO2の削減
サプライチェーン全体のCO2排出量削減に取り組み、カーボ
ンニュートラルの実現に貢献する。

■ 事業が与える自然生態系への負荷の軽減
生物多様性を意識した設計や施工を行うことで、地球環境
の保全に貢献する。

■ 建設廃棄物の削減による
サーキュラーエコノミーへの貢献

建設副産物の最終処分ゼロを目指して３Ｒを徹底すること
で、サーキュラーエコノミーの実現に貢献する。

■ ReReC®の推進
建物新築よりCO2排出量が少ない既存建物のリニューア
ル・リノベーション等の取り組みを推進する。
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